
平成 23 年度日本生涯教育学会北海道支部         

巡 回 学 習 会（洞爺開催）の ご案内 

 

 日ごとに秋の気配が深まってまいりました。皆様におかれましては、お変わりなくお過ごしのことと存

じます。下記のとおり本年度の巡回学習会を開催します。 

何かとお忙しいことと拝察致しますが、年に一度の貴重な機会ですので、多くの皆様のご参加をお

待ち致しております。 

 

１．学習会開催にあたって 

 

 生涯学習振興法が施行されてから 20 年以上が経過しました。これまで、「生涯学習」という言葉

に含まれる範囲が広いこともあり、例えば「社会教育と生涯学習の概念の混同」や、「所管部局は

首長部局か教育長部局か」など、その振興については迷走するような状況も垣間見られました。 

 しかし一方で、自治体の財政難、少子高齢社会の進行、そして東日本大震災や台風による災

害など、我が国を取り巻く環境は激しい変化の中にあり、その中で、住民が自律的に地域の課題

解決力を発揮することが時代の要請として期待されています。 そこで、本年度の巡回学習会で

は、「生涯学習社会の構築のために育むべきものは何か」という基本テーマを設定し、皆様ととも

にその方向性を考えていきたいと思います。 

 

２．主 催  日本生涯教育学会北海道支部 

 

３．会 場   北海道立洞爺少年自然の家（ネイパル洞爺） 

         虻田郡洞爺湖町岩屋 15 番地 （℡0142‐82‐5131／Fax 0142-82-5132） 

 

４．期 日   平成 23 年 10 月 22 日（土）～23 日（日） 

 

５．対 象   日本生涯教育学会北海道支部会員、生涯学習に関わる行政関係者、 

社会教育関係者、 一般学習者、地域の方々など 

 

６．参加費    500 円   ＊宿泊される方は、下記のとおりになります。 

 宿泊費 ２，７７０円  （内訳：宿泊費 770円、朝食 500円、夕食及び懇親会 1500円） 

※プログラム終了後に懇親会を実施致します。日帰りの方でも、「夕食兼懇親会」の 

参加が可能です。 

 



７．プログラム 

(1) 基調講演 

  「生涯学習社会の構築へ向けて ～これからの生涯学習推進行政が育むべきもの～」 

      講師：遠藤 千恵子 氏（北翔大学学外研究員・前北翔大学学長）   

  内容：遠藤氏は、社会教育、特に公民館活動をご専門とされています。今回の講演では、社会教

育の活動だけでなく、生涯学習社会を構築するために、これからの関係行政は何を目指して住民

の「学び」を支えていくべきなのか、また学習（活動）者は、どのような視点で活動していくことが望ま

しいのかをお話し頂きます。講演の後には、意見交換も行います。 

 

 (2) 事例報告 

  胆振管内の実践事例報告 2件： 地域でご活躍の方にご報告をして頂きます。 
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10 月 23 日（日）は、朝食後に解散致します。 

 

＊ ご参加希望の方は、生涯教育学会北海道支部の申込フォームから申込ください。 

お問い合わせも同上のフォームにて、お願い申し上げます。（担当：牧野・梶井） 

 

申込みの締切は、１０月１４日（金）です。たくさんのご参加をお待ち申し上げております。 

 

(参加申込書)  巡回学習会に参加致します。 

(以下の項目の有無について、該当するものに○印を付してください) 

○夕食兼懇親会の参加  (  有  ・  無 ) 

○宿泊の有無        (  有  ・  無 ) 

○朝食の有無        (  有  ・  無 ) 

氏名：                          所属：                          

連絡先(携帯等) ：                                               
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